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フローチャート 1
子宮体癌の初回治療：術前にⅠ・Ⅱ期と考えられる症例

推定Ⅰ期
（子宮体部に

限局）

推定Ⅱ期
（術前検査で頸部
間質浸潤を疑う）

手術可能

類内膜癌 G1, G2
かつ

筋層浸潤 1/2 未満

その他すべて

単純子宮全摘出術 / 両側付属器摘出術
　（CQ01）
腹腔鏡下子宮全摘出術（CQ12）
腹腔細胞診（CQ11）

［オプション］
後腹膜リンパ節郭清（生検）（CQ03, 04）
卵巣温存（CQ06）
妊孕性温存療法（CQ31, フローチャート 6）

単純子宮全摘出術 / 両側付属器摘出術
　（CQ01）
後腹膜リンパ節郭清（生検）（CQ03, 04）
腹腔細胞診（CQ11）

［オプション］
拡大単純子宮全摘出術 / 両側付属器摘出術
準広汎子宮全摘出術 / 両側付属器摘出術
　（CQ01）
大網切除術（CQ05, 07）
腹腔鏡下子宮全摘出術（CQ12）

手術可能

手術不可能（CQ15）

準広汎子宮全摘出術 / 両側付属器摘出術
広汎子宮全摘出術 / 両側付属器摘出術
　（CQ02）
後腹膜リンパ節郭清（生検）（CQ03, 04）
腹腔細胞診（CQ11）

［オプション］
拡大単純子宮全摘出術 / 両側付属器摘出術
単純子宮全摘出術 / 両側付属器摘出術
　（CQ02）
大網切除術（CQ05, 07）
腹腔鏡下子宮全摘出術（CQ12）

注 1）病理診断および画像診断（CQ08）により手術進行期を術前に推定する。
注 2）�漿液性癌/ 明細胞癌（CQ07）に対しては，子宮全摘出術/ 両側付属器摘出術に加えて骨盤・傍大動脈リンパ節郭

清（生検）と大網切除術を提案する。
注 3）手術不能例には放射線治療（CQ15）あるいは化学療法を検討する。
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フローチャート 2
子宮体癌の初回治療：
①子宮摘出後に子宮体癌と判明した症例
②�再発低リスク群を想定して行われた手術の後に再発中・高リスク群と判

明した症例

良性子宮腫瘍に
対する

子宮全摘出術
（CQ13）

再発低リスク群
を想定した

不完全ステー
ジング手術
（CQ14）

推定ⅠA 期
（G1 あるいは G2）

推定ⅠA 期
（特殊組織型
あるいは G3）
推定ⅠB 期
推定Ⅱ期
推定Ⅲ期

画像検査

病変なし

病変あり

経過観察＊ （CQ13）
化学療法（CQ17）
放射線治療（CQ19）

再手術による
ステージング

または
転移病巣の

病理学的診断
（CQ13, 14）

画像検査

病変あり

病変なし

化学療法（CQ17）
放射線治療（CQ19）

化学療法（CQ17）
放射線治療（CQ19）

①

②

＊�NCCNガイドライン 2017 年版では，再発低リスク群のうち，脈管侵襲陰性かつ腫瘍径が 2 cm未満の場合に可能
としている（CQ13）。
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フローチャート 3
子宮体癌の初回治療：術前にⅢ・Ⅳ期と考えられる症例

化学療法（CQ17, 28）
放射線治療（CQ29）

腹腔内病変
　・大網転移
　・腹膜転移
子宮外骨盤内病変
　・付属器転移
　・腟浸潤
　・膀胱浸潤
　・直腸浸潤
リンパ節病変
　・骨盤リンパ節転移
　・傍大動脈リンパ節転移

遠隔転移

手術可能＊

手術不可能

腹式単純子宮全摘出術 /
　両側付属器摘出術（CQ24）
腹腔細胞診（CQ11）
後腹膜リンパ節郭清（生検）
　（CQ03, 04, 24）

［オプション］
大網切除術（CQ05）
腫瘍減量術（CQ24）

化学療法（CQ25, 28）
放射線治療（CQ15, 25, 29）
best supportive care（BSC）

＊全身状態が許せばⅢ期は全症例，Ⅳ期では子宮全摘出術と可及的腫瘍減量術が可能な症例を指す（CQ24）。
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フローチャート 4
子宮体癌の術後治療

化学療法（CQ28）
放射線治療（CQ29）
ホルモン療法（CQ30）

手術進行期の決定
再発リスク評価

（図 1）

再発低リスク群

再発中リスク群

再発高リスク群

残存腫瘍
なし

残存腫瘍
あり

経過観察（CQ16）

化学療法（CQ16, 17）
［オプション］
経過観察（CQ20～22）
放射線治療（CQ19）

化学療法（CQ16, 17）

筋層浸潤
なし

・類内膜癌
G1/G2

・類内膜癌
G3

・漿液性癌
・明細胞癌

：再発低リスク群

：再発中リスク群

：再発高リスク群

＊付属器，腟壁，基靱帯，リンパ節，膀胱，直腸，腹腔内・遠隔転移（子宮漿膜進展含む）
注）腹腔細胞診陽性については予後不良因子との意見もある。

図 1　子宮体癌術後再発リスク分類

筋層浸潤
あり（＜1/2）

脈管侵襲
あり

筋層浸潤
あり（1/2≦）

頸部間質
浸潤あり

子宮外病変＊

あり
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フローチャート 5
子宮体癌の再発治療

骨盤内再発
（腟断端以外）

遠隔再発

放射線治療
既往なし

放射線治療
既往あり

手術療法（CQ27）
化学療法（CQ28）
放射線治療（CQ29）

手術療法（CQ27）
化学療法（CQ28）
ホルモン療法（CQ30）

手術療法（CQ27）
放射線治療（CQ29）
化学療法

化学療法（CQ28）
放射線治療（CQ15, 29）
ホルモン療法（CQ30）
best supportive care（BSC）

孤発性再発

多発性再発＊

腟断端再発 放射線治療（CQ26）
手術療法（CQ26）

＊肺転移は多発性再発であっても腫瘍径が小さく，転移数が少数であれば手術療法も考慮される（CQ27）。
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フローチャート 6
妊孕性温存療法（子宮内膜異型増殖症または類内膜癌 G1 相当）

再発

子宮内膜異型増
殖症または類内
膜癌 G1 相当が
推定される症例

子宮内膜全面掻爬
MRI, CT などの画像検査

＊子宮内膜異型増殖症
　または
　類内膜癌 G1 相当で
　病変が子宮内膜に
　限局する症例

上記＊以外の症例

効果あり 経過観察
（CQ31, 32, 34）

子宮内膜全面掻爬
を含む黄体ホル
モン療法（CQ31）

効果なし

子宮全摘出術
（CQ01, 03, 06, 33）

再度の黄体ホルモン療法
（CQ33）
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フローチャート 7
子宮癌肉腫の治療

化学療法（CQ37）

［オプション］
再発部の外科的切除
放射線治療
best supportive care
　（BSC）

初回治療

再発治療
（CQ37）

子宮に限局
（CQ35）

子宮外病変
（CQ37）

子宮体部
に限局

臨床的に
明らかな
子宮頸部

間質浸潤あり

腹式単純子宮全摘出術 / 両
側付属器摘出術（CQ01）

後腹膜リンパ節郭清（生検）
　（CQ03, 04）
大網切除術（CQ05, 07）
腹腔細胞診（CQ11）

［オプション］
拡大単純子宮全摘出術 / 両

側付属器摘出術
準広汎子宮全摘出術 / 両側

付属器摘出術
　（CQ01）

手術可能

手術不可能

腹式単純子宮全摘出術 /
　両側付属器摘出術
後腹膜リンパ節郭清（生

検）（CQ03, 04, 24）
大網切除術（CQ05)
可及的腫瘍減量術

準広汎子宮全摘出術 / 両
側付属器摘出術

広汎子宮全摘出術 / 両側付
　属器摘出術
　（CQ02）
後腹膜リンパ節郭清（生検）
　（CQ03, 04）
大網切除術（CQ05, 07）
腹腔細胞診（CQ11）

［オプション］
拡大単純子宮全摘出術 / 両側

付属器摘出術
単純子宮全摘出術 / 両側付属

器摘出術
　（CQ02）

化学療法（CQ36）
放射線治療（CQ36）
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フローチャート 8
子宮肉腫の治療

LGESS
　経過観察
　ホルモン療法

HGESS, UUS＆LMS
　経過観察
　化学療法
　放射線治療
　best supportive care（BSC）

初回
治療

再発治療
（CQ40）

手術可能
（CQ38, 39）

腹式単純子宮全摘出術/
　両側付属器摘出術
腫瘍切除術

［オプション］
卵巣温存（CQ38, 39）
後腹膜リンパ節郭清（生検）
　（CQ38, 39）

手術不可能
（CQ40）

完全
摘出

不完全
摘出

外科的切除
可能

手術療法

外科的切除
不可能

LGESS ：低異型度子宮内膜間質肉腫
HGESS：高異型度子宮内膜間質肉腫
UUS ：未分化子宮肉腫
LMS ：子宮平滑筋肉腫

LGESS
　Ⅰ・Ⅱ ・ Ⅲ・Ⅳ期：
　　経過観察

［オプション］
　ホルモン療法
　放射線治療
　化学療法

HGESS, UUS ＆LMS
　Ⅰ期：
　　経過観察
　　化学療法
　Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ期：
　　化学療法
　　放射線治療

LGESS
　経過観察
　ホルモン療法

HGESS, UUS ＆LMS
　化学療法
　放射線治療

LGESS
　ホルモン療法

HGESS, UUS ＆LMS
　化学療法あるいは放射線治療
　best supportive care（BSC）
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フローチャート 9
絨毛癌の治療

手術療法（CQ43）

FIGO Ⅰ・Ⅱ期
（子宮，付属器，

腟に限局）

FIGO Ⅲ期
（肺転移あり）

FIGO Ⅳ期
（脳，肝などに

転移あり）

化学療法
（CQ42）

妊孕性温存希望なし
または

制御困難な子宮出血あり

寛解

化学療法抵抗性の子宮病巣あり

経過観察

子宮全摘出術
（CQ43） 化学療法（CQ42）

化学療法
（CQ42）

寛解

化学療法抵抗性の
子宮病巣あり

化学療法抵抗性の
孤立性肺病巣あり

経過観察

化学療法（CQ42）

子宮全摘出術
　（CQ43）

手術療法
（CQ43）

脳転移
あり

脳転移
なし

脳圧亢進
症状あり

脳圧亢進
症状なし

手術療法
（CQ43） 化学療法

（CQ42）

化学療法
（CQ42）

化学療法抵抗性の
病巣あり

放射線治療（CQ44）

化学療法
（CQ42）

経過観察寛解

経過観察寛解


